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査した。それぞれの項目に対し，良い生活習慣に 1 点，悪い生活習慣に O 点を与え，この 8 項目から包括的なライフ
スタイルの指標で、ある健康習慣指数 (HealthPractice Index, HPI, 0 -8 点)を尺度化した。精神的健康の指標と
しては，精神健康調査票の28項目版 (GeneralHealth Questionnaire -28, GHQ -28, 0 --28点)を用いた。それ
ぞれの項目の 1-2-3-4 の 4 種の回答に対し，それぞれ 0-0-1-1 の点数を与えた。さらに，総得点および
4 つのサブスケール(身体的症状・不安と不眠・社会的活動障害・重度のうつ状態)の得点を求めた。
また一般的に， HPI ・ GHQ -28はそれぞれ加齢とともに良い状態となることが知られており，両群の年齢構成に
相違があったので，各群の対象者を年齢別に 3 群 (29才以下・ 30--45才・ 46才以上)に層別化し，各年齢群の交替制
勤務者群と常日勤務者群とについて， HPI および各ライフスタイル項目の得点・ GHQ 一 28の総得点および各サプス
ケールの得点の平均得点を求め，関連性について検討した。各群における平均得点の差の有意性の検定には， t-検




ては，有意差はみられなかった。また， HPI および各ライフスタイル項目に関して， 29才以上・ 46才以上の両群で


















点としての健康習慣指数を用いた。また精神的健康度の指標としては， General Heal th Questionnaire -28 (以下
GHQ -28) を用いた。その結果， 30--45才の交替制労働者では常日勤労働者よりも運動習慣・健康習慣指数が有意
に悪いことと， 29才以下・ 46才以上の年代では各ライフスタイル項目・健康智慣指数は交替制労働者と常日勤労働者
とでは有意な差がないことが示された。また精神的健康度 (GHQ -28) に関しては， 29才以下・ 30--45才・ 46才以
上のいずれの年代においても，交替制労働者と常日勤労働者の聞に有意な差がないことが示された。
これらのことより，交替制労働が運動習慣に及ぼす影響は， 30--45才の年代に最も影響が大きいことと，現代の社
会背景や労働条件の下では，交替制労働がライフスタイルおよびメンタルヘルスに及ぼす影響は， ことに大企業の労
働者においてはかなり減弱されていることが推察された。
以上の研究成果は，現代の交替制労働者のライフスタイルおよびメンタルヘルスを考える上で重要な情報を与える
ものであり，学位の授与に値するものと考えられるo
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